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ハンス ・カロッサの 『日記』について

士

エーファ ・カンプマン=カ ロッサの編集によるハンス ・カロッサの
『日記』

Tagebucher(全 3巻 )が ,現 在インゼル書店から刊行中である。

第 1巻 (1910-1918年 )は 1986年に,第 2巻 (1925-1935年 )は 1993年に出
1)

版された。第 3巻は,近 いうちに刊行予定ということであるが,現 時点では,

まだ出版されていない。

さて,作 家カロッサの 『日記』は, 日記という形式をまとって実際は虚構の

世界を物語る, というような く創作日記〉ではもちろんない。また,た とえば

フリー ドリヒ・ヘッベルの書き残した有名な日記のように 「後世の伝記作者た
2)

ちのために」書かれたもの,つ まり,あ とで他の人たちが読むのを最初から念

頭に置いて綴られたものでもない。カロッサの 『日記』は,そ のほとんどが,

まったく自分 自身のためだけに,す なわち,彼 が日々体験したこと,考 えたこ

とを,あ とで思い出すことができるために書かれたものである。

カロッサは,小 説 『ルーマエア日記』の最後近 くで,主 人公に,彼 がなぜ 日

記を書 くのかについて,次 のように語らせている。

以前,私 はなんのために手記を綴るのか,わ からなかった。だが,今 では,

1)Harls Carossa:T匹 ゃ脱cher 1910-1918.Hrsg.von Eva Kampmann― Carossa.Frank‐

f u r t  a . M . ( I n s e l ) 1 9 8 6 . [ 以下 T B I と 略記] ; H a n s  C a r O s s a : T a g e b u c h e r  1 9 2 5 - 1 9 3 5 .

Hrsg.von Eva Kampmann― Carossa.Frankfurt ao WI.und Leipzig(Insel)1993.

2)Friedrich Hebbel:Werke.4.Bd.[Tagebucher I]wlunchen(Carl Hanser)1966,S.

7 .カロッサが日記をつけた目的は,ヘ ッベルとは異なるものではあったが,カ ロッサはヘ

ッベルの 『日記』を熱心に読んでいたという。V g l . T B I , S . 5 0 2 ( A n m e r k u n g  v o n  E v a

Kampmann― Carossa).
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私にとって手記 とは,ヘ ンゼル とグレーテルが無事に家に帰るために,森 の
3)

なかにまいておくパンのかけらのようなものだ。

今回出版されている 『日記』を編集した,エ ーファ・カンプマン三カロッサ (カ

ロッサの長女)は ,こ の言葉はそっくりそのままカロッサの 『日記』にも当て
つ

はまる, と述べている。実際彼の 『日記』は,そ のほとんどが,詳 しい形容句

や,動 詞などを極力省いて,主 に名詞などをそっけなく連ねたメモのような書

き方がなされている。それはまさしく, 自分だけがあとで読んで理解できれば

よいといった書き方である。そのような綴り方のスタイルからしても,彼が『日

記』を書いたのは, まず第一には,の ちに, 自分が以前体験したことを思い出

すときのよすがとするためだった, ということができる。カロッサの 『日記』
D

は,ち ょうど我が国の斎藤茂吉の 『日記』がそうであったように,な によりも

まず,実 用的な く備忘録〉の役目を果たすものだったのである。

そういった意味では,カ ロッサの 『日記』は一般の人たちの日記と似ている

といってもよい。カロッサの 『日記』も,通 常の日記と同じように,一 日の天

候の記録からはじまって, 日常的な様々な出来事やそれについての感想などが

簡略な文体で書かれている。

しかしながら,確 かにそのような点,す なわち日記を書く目的とか文体の点

では,普 通の人の日記とよく似ているのであるが,カ ロッサの 『日記』には,

普通の日記とはずいぶん異なる特徴もある。それを,こ れから見ていくことに

しよう。

まず,彼 は作家であるとともに医師でもあったので, ときおり,医 師として

の仕事に関する様々な覚書も見かけられる。それが,カ ロッサの 『日記』が普

通の人の日記と異なる,第 一の点である (もちろん患者たちのプライバシーに

3)Hans CarOssa:Samtliche Werke.I.Bd.[以下 SW Iと 略記]Frankfurt a.M.(Insel)

1962,S.484f.1916年12月12日の日記の冒頭参照。[邦訳 :ハンス ・カロッサ全集第 7巻所

収 『ルーマエア日記』(金子孝吉訳)臨 川書店 1996,103頁。]

4)TBI,S.645(Nachwort von Eva Kampmann― Carossa).

5)「 斎藤茂吉全集」(全36巻),岩 波書店 1973～1976,第 29～32巻所収。
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係わるようなことは,い っさい書かれていない)。とはいえ,そ もそも,医 師と

しての仕事に関する記述が 『日記』全体のなかで占める割り合いは,あ まり多

いとはいえない。

それよりも,カ ロッサの 『日記』が単なる普通の人の日記と大きく違う点は,

彼の生きた時代を代表する,文 学 ・芸術関係の多くの著名な友人 ・知人との交

際の記録が,そ のなかに豊富に見出されることであるといえよう。この点に,

カロッサの 『日記』の重要な価値のひとつがある。

だが,そ れにも増して,カ ロッサの読者 ・研究家にとって重要な点は,彼 の

『日記』には,彼 自身の作品の創作の進捗状況やプラン等について記したかな

りの量のメモが含まれている, ということなのである。それらのメモは,カ ロ

ッサの諸作品の成立過程,た び重なる推敲のプロセスを研究するうえで,た い

へん貴重なものである。たとえば,彼 がその生涯をかけて取りくんだ自伝的四

部作一一総称して 『若いころの物語』Jugendgeschichteと呼ばれる連作,す な

わち 『幼年時代』から始まり,『青春変転』,『美しい惑いの年』を経て,『若き

医師の日』で終わる四部作一一の制作経過について,今 回出版された 『日記』

は, きわめて詳細な情報を提供してくれる。またその他,彼 のいくつかの詩作

品についても,そ の構想の初期段階から,い くたびもの修正を経て,よ うやく

完成に至るまでの創作のプロセスが,『日記』中に詳しく書き込まれている。そ

ういった点で,彼 の 『日記』は,カ ロッサ研究者にとっては,そ れこそ無尽蔵

の価値をもつといってもよいのである。

ここで,カ ロッサの 『日記』が具体的にどんなものであるのか,一
―ごく一

部ではあるが一―その特徴がよく窺われるものを選びだし,実 際に見てみるこ

とにしたい。今回取りあげるのは,主 に1915年,彼 がミュンヒェンに住んでい

たときの日記である。まず初めに, 5月 15日の日記。

5月 15日,土 曜日。昨日, クービーンの短い訪問。今回,彼 は当地に来てか

ら,気 分がすぐれない。晩方,激 しいどしゃ降り。夜のあいだに冷え込む。
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曇 り空の もと,公 園の芝生の緑が濃い。チュー リップの事があちこちで折れ

ている。騒が しいほどのつ ぐみの鳴 き声。昨 日,私 は 『告解』か ら解放 され

た。

(イタリア内閣の総辞職。)

ひ とは最 も偉大で最 も危険なことを,あ たか もその背後に何ひとつ隠されて

いないかのように,このうえなく無邪気に物語らねばならない。いまなら,

それはまだ容易だが,あ とになると, もっと困難になるだろう,す なわち,
0

もっと大胆さを必要とすることになるだろう。

いくらか注釈を付け加えることにしよう。まず, 1行 日の 「昨日, クービー

ンの短い訪問」であるが,ア ルフレー ト・クービーンは,20世紀を代表する幻

想画家 (版画家)の ひとりである。カロッサは,1910年に彼と知り合って以来,

生涯にわたって親しい交際を続けた。カロッサの 『日記』には, クービーンの

名前がじつに頻繁に登場する。グロテスクで陰鬱きわまる絵を生涯描きつづけ,

もっぱら世界の暗黒面を眺めていたクービーンと,明 るい光の世界を常に求め

つづけた,調 和的精神の持ち主であるといってよいカロッサ,こ のまったく対

照的な二人が,生 涯を通じて友情を保っていたのは,た いへん興味深いことだ
の

といえよう。

第一段落の最後に,「昨日,私 は 『告解』Beichteから解放された」とある

が,『告解』というのは,カ ロッサの,の ちに 『幼年時代』と題されて発表され

た作品の中にある,一 つの章の名前である。つまり,こ こは,昨 日ようやく『告

解』の章を書き終えることができた, ということを意味している。このように

『日記』は,作 家カロッサのいわば 〈作業日誌〉のような役目も果たしている

のである。

6)TBI,S.178.

7 )カ ロッサ とクー ビーンの関係について比較的詳 しく論 じた ものに, J 6 r g  K a s t n e r

Hans Carossa und Alfred Kubin. Ideogranlln einer Freundschaft. In: Alfred Kubin

1877-1959. Hrsg.von Annegred Hoberg.Munchen (Edition Spangenberg)1990が あ

る。
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次の,括 弧で囲まれた 「イタリア内閣の総辞職」という記述について。第
一

次大戦に,は じめ中立を保っていたイタリアは,こ の時期,領 土拡張をねらっ

て,結 局連合国側につくことに決め, 9日 後の 5月24日にオーストリア=ハ ン

ガリー帝国に宣戦布告するのであるが,こ の日,イ タリア国内の政治的混乱の

なかで,内 閣が総辞職したことが記されているのである。

続く 「ひとは最も偉大で最も危険なことを,あ たかもその背後に何ひとつ隠

されていないかのように, このうえなく無邪気に物語らねばならない………」

以下であるが,こ れは,『幼年時代』を執筆する際に取るべき態度について省祭

をおこなっている文である。こういった箇所からは,カ ロッサの創作姿勢,あ

るいは創作理念といったものを明瞭に見てとることができる。

次に,同 年 5月 18日の日記をのぞいてみよう。

5月 18日,火 曜日。クービーンとと

してルー ・アン ドレアス=サ ロメ。

のまね。 リルケが,ロ シアとスペイ
ゆ

て行<こ と。

もに, リルケ宅へ。アルベール夫人,そ

クービーンによるヴォルフスケールのも

ンについて美しく語る。湿原にあらため

この日は, クービーンと
一緒に,当 時やはリミュンヒェンに住んでいたリル

ケの住まいを訪ねたこと,そ して, リルケから,彼 が昔ルー ・サロメとともに

おこなったロシア旅行,そ してつい最近のスペインヘの旅について話しを聞い

たことが書かれている。「アルベール夫人」とは,画 家のルル・アルベール=ラ

ザールのことを指す。当時のリルケの恋人で,彼 としばらくの間生活をともに

していた女性である。続いて,「クービーンがものまねをした」という記述があ

る。クービーンが生涯,暗 鬱で救いのない絵ばかり描いていたことから,私 た

ちは,彼 の性格もまた,ひ たすら陰気であったように思いがちであるが,意 外

なことに,「ものまねをする」というようなひょうきんな
一面をも彼が持ち合わ

せていたことを,こ の記述は私たちに教えてくれる。これは, クービーンの日

8)TBI,S.178.
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常時の思いがけない姿を伝える貴重な記録といえよう。

最後の 「湿原にあらためて行くこと」Der neue Gang ins Moorというのは,

これもいわば作業日誌のようなものである。カロッサの作品 『幼年時代』Eine
の

Kindheitの初稿で,『序曲』Vorspieleという作品があるが,そ のなかの一場面

を,こ の日に執筆またはスケッチした,あ るいは少なくともそれに関係ある作

業をおこなったことを意味している。すなわち,『序曲』の最後近くに,主 人公

の少年が母親から,花 のためのよい肥料になる腐った木の層を取ってくるよう

に言われて,友 達のエーファと運れ立ってイーザル川の湿原へ行く話がある。

その部分に関するなんらかの仕事を,こ の日したということを指しているので

ある。ただし,こ の場面は,最 終稿の 『幼年時代』においてはカットされた。

その代わりに,この湿原行きのエピソー ドは,のちの作品『指導と信従』Fuhrung

und Celeitのなかに取り入れられている。さらに,興 味深いことには,そ の『指

導と信従』のなかでは,主 人公はエーファと一緒ではなく,一 人で湿原へ出か

けることに変えられている。

このように,彼 の作品の萌芽状態を見ることができるという点,ま た作品構

想の変化の過程を具体的に追跡することができるという″まで,彼 の 『日記』の

出版は,カ ロッサ研究にとってたいへん意義あるものとなっているのである。

もう一日だけ見ることにしよう。1915年6月 3日の日記である。

すばらしく晴れ上がった,暖 かい聖体の視日。私が書いている新作,夢 の詩

は,ま だ一連 eine Strophe不足しているように思われる。こういった種類の

私の詩は, クライマックスの部分を終えたあと,い つも終結に向かって,あ

まりに早く急ぎすぎてしまうのだ。文学上のさまざまな問題についてのベル

トラムの的確で辛辣なコメント。彼の精神は,ほ とんど鋭く尖り過ぎなくら

9)Hans CarOssa:Vorspiele.Das Buch》 Eine Kindheit《 in seiner urspriinglichen Fas―

sung.Hrsg.von Eva Kampmann Carossa.Frankfurt a.M.(Insel)1984.この作品は,

注3)であげた Hans carossa:Samtliche Werkeに は収録されていない。

10)Ebd.,S.168ff.

11)Sヽ VI,S.669ff.
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1 2 )

いだ。 (プルツェミスルの征服)。シュティ
ーヴェ宅を訪問。

「夢の詩」Traumgedichtというのは,最 終的には
「聖者の手の上の町一一あ

る少年の夢」》Das Stadlein auf der Hand des Helligeh.Traum eines Knaben.《

と題されて公表された詩のことを指す。カロッサは,前 線で軍医の仕事をする

かたわら,こ の詩を何度も書き直し,推 敲を重ねて,1918年になってようやく

発表している。ここに,「まだ一連不足しているように思われる」と書いてある

が,実 際,こ の詩は完成稿では,96行 もの,か なり規模の大きな詩となったの

である。

その次に,ベ ルトラムの名が見える。カロッサとエルンスト・ベルトラムと

の交友は,『指導と信従』のなかでも詳しく描かれているが,『日記』の方には,

簡略な記述ながらも,ふ たりの交際の具体的な記録,つ まり,い つ, どこで会

ったか, ときにはどういうことを話し,そ の際どう思った等が,几 帳面に書き

留められている。

括弧のなかの 「プルツェミスル」というのは,ガ リチアの都市の名前である

が, この日ドイツ軍がロシア軍からこの町を奪還したことが,こ こに記録され

ているわけである。

最後の 「シュティーヴェ」というのは,歴 史家兼翻訳家,外 交官でもあった

フリー ドリヒ・シュティーヴェ (1884-1945)のことである。彼は,カ ロッサ

の作品を高く評価していた人物である。

以上,ほ んの
一例しか見ることができなかったが,今 読んだ日記の部分のな

かにも, クービーン, リルケを初めとして,ル ー ・サロメやベルトラムらの名

前があがっている。カロッサの 『日記』には,そ の他にも,数 多くの著名な同

時代人たちとの交友が,簡 略的な書き方ではあるが, きわめて具体的に豊富に

記録されている。一―もちろん,ほ ぼ同時代に書かれた著名な日記,ハ リ
ー ・

12)TBI,S.179.

13)S VヽI,S.48ff.
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1 4 )

ケスラー伯爵の 『ワイマール日記』に見られる, まさに豪華約爛な交友関係に

比べれば,カ ロッサの方は,だ いぶんつつましいともいえるが,そ れでも興味

深い人物が多数登場しているのである。

カロッサは,た とえば 『指導と信従』などの,い わゆる 〈自伝的作品〉にお

いても, リルケ,ホ ーフマンスタール,ツ ヴァイク,ベ ル トラム,ヴ ォルフス

ケールらとの交友関係に言及している。しかし,そ れらの作品中では,彼 らの

形姿は多かれ少なかれ 〈様式化〉stilisierenされて,つ まヽり,か なりの く詩的変

形〉を被って描かれているといってよい。それに対して,『日記』のなかでは,

彼らの姿が,な んの飾 りもなしに,い わば 〈生の〉のかたちで捉えられている。

(5月18日の日記で見た,「ものまねをする」という, クービーンの思いがけな

いユーモラスな一面を伝える報告などは,そ の代表といえよう。)彼 の 『日記』

においては,そ れらの同時代人に対するカロッサの 〈肉声〉を聞くことができ

るのである。その点にも,彼 の 『日記』の大きな価値がある。

またカロッサは,『日記』の中に,先 ほど見てきたように,創 作日誌,創 作プ

ランのようなものを書き残していたのであるが,さ らに, ときには彼は一一先

の例では見ることはできなかったが一― 『日記』の中に, 自身の詩や小説のス

ケッチ,下 書きを記入していることさえある。そのような箇所は,作 品の雛形

を目の当たりにすることができるという点で,た いへん興味深いものである。

これも,カ ロッサの 『日記』が彼の読者 ・研究者にとって持つ重要な意義であ

るといえよう。

あるいは,カ ロッサは 『日記』で, 自己の創作についての反省をおこない,

執筆についての考察をいろいろと巡らしている。先ほど見た711のなかにも,

14)Harry Graf Kessier:Tagebucher 1918-1937.Frankfurt a.M.(Insel)1961.[邦 訳が

近年出版された。ハリー・ケスラー 『ワイマル日記』上・下 (松本道介訳)冨 山房 1993～

1994。]

15)た とえば, 1913年12月16日(TBI,S。 166)や1915年 7月 19日(TBI,S.186)の 日記には,

詩 「聖者の手の上の町」の下書きの一部が書き込まれている。その他,彼 の作品の草稿が

見られるのは,1914年 4月 3日 (TBI,S.175),1914年 4月 14日(TBI,S.176),1915年 8

月19日(TBI,S.188f.), 1918年2月 14日(TBI,S.366f.)て等々 。
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Tr a u m g e d i c h tに関してそういった箇所があったが,ほかにも,たとえば1915年

6月 9日の日記には,

伝記的作品というのは本来,匿 名で出版されるべきなのだろう。いまや私は

その仕事については,作 品を構成する諸元素 Elementeがそれに従って分離

し, またそれを手がかりにして結合しあう〈結晶軸〉Kristallisationsfadenを

作り出せさえすれば,書 き始められる段階にきている。平凡であることをけ

っして恐れてはならない。さもないと死産になってしまう。

また1916年10月1日の日記には,

それらすべては,子 供っぽくkindisch響いてはならない。だが,子 供らしさ

das Kindlicheを強烈に感じさせなくてはならないのだ。

というような, 自伝的作品 『若いころの物語』の執筆に関係した考察が見られ

る。このような,自 己の作品創作についての注目すべき省察が,『日記』中に

は, しばしば展開されているのである。

さらにカロッサは,創 作時の苦渋や躊躇を,『日記』に隠さず記している。そ

れらを読むと,彼 が執筆のうえで特に苦労した箇所,あ くまでこだわり続けよ

うとした点が,手 に取るようにわかる。

『日記』に窺われる, 自作についての反省や創作上の苦悩の告白は,作 家カ

ロッサの信念あるいは理想といったものを,私 たちに如実に伝えてくれるので

ある。

以上,カ ロッサの Tagebucherのだいたいの特徴について述べてきた。それ

らの特徴は,彼 の 『日記』のほぼすべてを買いているといってよい。ただし,

16)TBI,S.180.

17)TBI,S.214.
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1916年秋から1918年5月 までの期間に書かれた日記は例外的で,そ の他の時期

の日記とは,か なり異なった性格を持っていることを指摘しておく必要がある。

すなわち,第 一次大戦中,カ ロッサが軍医として戦場で過ごした時期に書かれ

た日記である。カロッサは,そ の他の時期に書かれた日記では,大 体において

メモ風の簡略な書き方をしているのであるが,こ の時期には,ほ ぼ毎日,言 う

ならばきちんとした普通の文章で,事 細かに日々の出来事を記録している。い

や,普 通の文章というより,ほ とんど作品を書いているといってもよいくらい

に,整 った,練 り上げられた文体で綴っているのである。

第一次大戦のさいのカロッサの従軍体験は,彼 が,1916年 秋に西部戦線 (北

フランス)に 赴き,そ の後まもなく東部戦線に移され,ル ーマニア,東 ガリチ

ア,ブ コヴィナを経て,再 び西部戦線に戻り,1918年春に負傷して野戦病院に

入れられるまで続いたが,そ の時期には,彼 は一一例外的に一―ほとんど毎日,

簡略化された文ではなく,ま るで作品を執筆するような態度で,詳 細な長い日

記をつけているのである。

カロッサは,様 々な新型の大量殺毅兵器が導入された未曾有の規模の戦争を

間近で体験し,そ れを作家として,お そらくなるべ く詳細に記録せずにはいら

れなかったのかもしれない。

ともあれ,こ の時期の日記の書き方一一精練された,提 った文体など――を

見ると,カ ロッサは最初から,こ の従軍の記録をもとにして作品をまとめよう

という意図を抱いていた, と言ってよいだろう。実際,彼 は1924年に,1916年

10月4日 から12月15日までの彼の く従軍日記〉という形式で,作 品 『ルーマニ

ア日記』Rumanisches Tagebuchを発表しており,こ れは彼の代表作のひとつ

となっている。

さて,『ルーマニア日記』は,従 来一般には,カ ロッサが前線にいたとき実際

に綴っていた日記をそのまま発表したものであると考えられがちであった。し

かし,カ ロッサの本物のTagebucherが 出版されてからは,そ のような見方は

間違いであることが,明 らかになっている。作品 『ルーマニア日記』は,彼 の
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実際の従軍体験を素材として使っているのは確かであるが, しかしそれに,か

なり大胆な詩的変形を施 して書き上げられたものであることが,わ かっている

のである。

それについては,私 はすでに別の場所で少々論じているので,今 回あまり詳

しく述べるのは差し控えることにするが,た とえば 『ルーマエア日記』に登場

してくる様々な人物が,現 実には存在しなかった架空の人物だったり,実 在し

た人物の場合であっても,作 品中ではかなりの文学的な様式化を受けて描かれ

たりしているのである。彼が作品のなかで書いているいろいろな事件に関して

も,実 際の 『日記』には,作 品中の日付けの日には起きていないことが頻繁に

見受けられる。

ひとつ例を挙げれば,現 実には北フランスで起こったことが,イ 説ヽではルー

マニアの出のなかで起こったことに変えられている事例がある。

『ルーマニア日記』の最後近くで,主 人公はショーシュテレクという村にあ

った一軒の家に泊まるが,そ のとき,そ の家の持ち主である美しい母親が,二

人の幼い娘とともに,壁 に向かって熱心に祈る場面がある。12月12日の日記で

ある。

私たちが食卓についていた時,二 人は壁に向かって小声で祈りを唱えていた。

ときおり頭を下げたり,十 字を切ったりした。幼い妹の方はその度に,こ ぶ

しに精一杯力を込めてみぞおちをたたいた。彼女たちがそのように熱心に礼

拝しているのは,い ったいどんな十字架像または聖人画なのか私は知りたく

なって,身 を前にのりだして見てみると,そ の壁にあったのは一本の掛け釣

だけだった。ただし,そ の釣の下の壁面には,黒 く縁取られた,そ こだけ明

るい色をした四角形の部分があった。つまり,そ こには聖人画が掛けられて

いたのだった。きっと長年のあいだ。ところが今はそれがなくなってしまっ

た。おそらく兵隊たちが,た き木にでもしてしまったのだろうが,敬 虔な彼

18)臨 川書店版ハンス ・カロッサ全集第 7巻所収 『ルーマエア日記』〈解説〉参照。
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1 9 )

女たちの眼には,そ の画はつねに変わることなく見えるのだろう。

これは,『ルーマニア日記』のなかでも特に印象的で,忘 れがたいシーンのひと

つであると思われるが,実 際には,こ れと似たことは, 9月 26日に,北 フラン

スで起こっているのである。ソンム戦線近 くで,カ ロッサらの部隊が連合軍の

戦闘機による爆撃を受けているとき,彼 はふと,建 物の窓を覆っていたカーテ

ンを通して,ひ とりの若いフランス人女性が,横 にいる子供たちと
一緒に晩き,

マ リア像に向かって熱心に祈っている姿を垣問見る。

司令部の宿合 となっている建物のカーテンを通して,寝 問着を着た若い女性

が晩いている姿が見えた。彼女は,二 本の岐燭のあいだに立っているマ リア

像に向かって一′ふ不乱に祈っている。彼女の子供たちは,彼 女の横に晩いて
2 0 )

いる。

この時の体験が,『ルーマニア日記』の最後のクライマックス近 くの重要な場

面に,作 家の想像力によって変形され, じつに美しい詩的形象に高められて,

はめ込まれたのである。

あと, もうひとつだけ例を挙げるならば,『ルーマニア日記』には,そ の扉の

部分に,

「蛇の日から光を奪え /」

Raub das Licht aus dern Rachen der
2 1 )

Schlange l

という,よ く知られたモットーがある (作品中では,兵 士グラヴィーナの手紙

のなかに書かれていた言葉とされているが,そ れはカロッサの作り上げたフィ

19)SW I,S.488.[邦 訳 :臨川書店版ハンス ・カロッサ全集第 7巻 ,107頁 。]

20)TBI,S.213.

21)SW I,S.392.
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クションであり,実 際は作者自身によって考え出された言葉である)。このモッ

トーは,恐 怖 と暗黒の戦争のなかにあっても,人 はつねに,明 るい生への意志

と勇気を持たなければならない, ということを意味しているが,こ れも,作 品

の初期の発酵段階では,〈黄金の宝を,それを見張る恐ろしい龍の棲処から取っ

てこなければならない〉というような,北 欧伝説を思わせる表現であったこと

が,『日記』を見るとわかる。すなわち,1916年 9月から1917年元旦までの日記

が綴られている,彼 のイヽさな手帳の内側の表紙に,次 のような文が書き込まれ

ている。

Ich muB rlir aus dem graBlichen Wohnort dieses Ungeheuers einen von
2 2 )

ihm behuteten kOstbaren Schatz holen.

これは,カ ロッサが,西 部戦線に投入される前に,実 際に戦場に赴 くにあたっ

ての彼の心の内の決意を綴った文であるが,こ れが,の ちにモット
ーとなった

文の最初期の姿であると考えられるのである。

さらに,1918年 1月 25日の日記を見ると,そ こには,彼 が幾人かの将校 とと

もにベルギーのガンの大聖堂を訪ねたとき,そ この説教壇に,蛇 の日から林檎

を取ろうとしている天使の像があったことが記されている。

大聖堂。説教壇。少年の姿をした天使がなにをしようとしているかについて

議論する。蛇の日から林檎をむしり取ろうとしているのか (den Apfel der

Schlange aus dem Rachen reiBen),それとも蛇の日のなかに林檎を押し込

もうとしているのか。私は,あ くまでも前者を主張した。

22)TBI,S,192.

23)こ の彫像は,ロ ラン ・デルヴォ
ーの作で,原 罪の克服を象徴的に表現 したものといわれ

る。 Vgl.Eva Kampmann― Carossa(Hrsg.): Hans Carossa.Leben und Werk in Blldern

und Texten. Frankfurt a.MI.und Leipzig(Insel)1993,S。 137.

24)TBI,S.362.
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手帳の内表紙に書かれてあった,1916年秋の,北 欧伝説を想起させるような

決意表明の文が,1918年初めの天使像との出会いを経て,ま すます凝縮された

表現に変わっていき,最 終的には,現 在見られるような, じつに印象的な儀言

を思わせる形になったのである。

このように,作 品のひとつのモティ
ーフが,時 の経過や作者の経験の積み重

ねとともに, どんどん姿を変えていく様子を観察できるのは,作 品創造の知ら

れざる仕事場をのぞくことができるようで,ま ことに興味深いことだといえよ

う。

こうして私たちは,小 説 『ルーマニア日記』と本来の
『日記』とを読み比べ

ることによって,カ ロッサの創作における,作 品素材の取捨選択の仕方や詩的

変形の手法などを,つ ぶさに見て取ることができるのである。そういった点で

も,今 回出版された 『日記』は非常に大きな価値があるといえる。

カロッサの本物の 『日記』と,そ れをもとにして書かれた作品 『ル
ーマニア

日記』とを実際に比べてみると,あ るときは,『ル
ーマニア日記』の有名なモッ

トーの夕Jに見られるように,本 物の 『日記』の少々冗長な記述が,作 品では大

胆に切 り詰められ,強 い象徴性を持つ,凝 縮された表現に結晶化されている場

合がある。また別のときには,何 もない壁に向かって
一心不乱に祈る女″性たち

の場合のように,現 実の体験に,作 者によってかなりの詩的装飾
・文学的アク

セントが施されて,か なり拡大化された表現になっている場合もある。しかし,

『ルーマエア日記』全体についていうならば,作 品の方が,本 物の
『日記』よ

りも,一 段と堤縮された表現になっているといえよう。それによって,『ル
ーマ

ニア日記』は,素 材となったもとの 『日記』と比べて,冗 長
・散漫な箇所がさ

らに少なく,最 初から最後まで濃密な緊張感の漂う作品になったのである。

冒頭でも述べたが,カ ロッサの 『日記』は,彼 自身があとで過去の体験を思

い出すときの くよすが〉とするために書かれたものであり,他 人が読むことを

いっさい念頭に置かずに綴られたものであった。

カロッサは晩年になって,第 一次大戦中に非常に細かい字で綴った日記帳を
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手に取って読もうとしたら,視 力の表えのためにもはや読めなくなっているこ

とに気づいたので,そ の日記帳を処分しようとした, といわれている。しかし,

その場に居合わせた娘のエーファ氏が反対したので,あ やういところで日記帳

は捨てられずに済んだというのである。カロッサにしてみれば,彼 の日記は,

まったく自分だけのために書かれたものであり,公 表するつもりも他人に読ま

せるつもりも毛頭なかったのであるから,本 人が読むことができなくなった段

階で, もはや用無しになったわけであろう。その他の日記帳についても,カ ロ

ッサは,エ ーファ氏が捨てないように願ったので,そ れならということで,無

造作に彼の書き物机のうえに,置 き残していったということである。

そのように徹頭徹尾個人的な目的で綴られ,他 人に読まれることなどまった

く想定されていなかったカロッサの 『日記』には,そ れゆえ,彼 本人にしか意

味がわからないような書き方で綴られている箇所が,非 常に多く含まれている。

だから,カ ロッサの 『日記』を解読することは,決 して容易なことではなく,

むしろかなりの労力を要求するといってよい。

しかし,カ ロッサの作品に興味を持つ読者が,ま さに幸運によって後世に残

された彼の 『日記』を丹念に読んでいくならば,そ こには,彼 の作品,彼 の詩

的世界をより深く理解するための貴重なヒントが,尽 きることなく湧き出てい

ることに気づ くのである。                 (1996.11.6)

25)TBI,S.650(Nachwort vOn Eva Kampmann― Carossa).

26)Ebd.
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むber carossas》Tagebucher《

Takayoshi KANEK0

1n Carossas Tagebuchern stehen neben den logbuchartigen Auf‐

zeichnungen dber Meteorologisches, Alltagliches und den Be‐

schreibungen von Erlebtem und Gedachtenl, eine Menge Notizen

dber den Fortgang seiner dichterischen Arbeit und vielerlei

Betrachtungen dber das kunstlerische Schaffen, manchmal sogar

die Skizzen seiner eigenen Werke. E)iese Notizen und Skizzen sind

beirn Verstandnis seiner dichterischen Welt sehr behilflich.

Innerhalb seiner′ ragebucher nehmen die zwischen 1916 und 1918

eine Sonderstellung ein, 、 veil diese der ,,Rohstoff“  fur sein

Hauptwerk ,,Rumanisches Tagebuch“  ge、vOrden sind.E)ie sorg‐

faltige Lekture seiner Tagebucher im Ersten Weltkrieg ermoglicht

uns,das Werk sozusagen im Entstehen aufzuhaschen.


